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下
旬
に
は
蛾
に
な

っ
て
い
ま
す
。

幼
虫
は
殺
虫
剤
に

は
非
常
に
弱
く
散

布
と
同
時
に
死
滅

し
ま
す
。
お
も
な

薬
剤
は
衛
生
害
虫

駆
除
用
の

B
H

事

故

の

場

合

は

罰

則

を

強

化

心

、

D
D
T

花

見

ま

た

は

遊

山

勾

明

る

い

安
全
な
交
通
が
で
き
る
一

O
酒
は
体
の
変
調
老
起
乙
さ
せ
、

一粉
剤
・
油
剤
、

ズ
ン
に
入
り
、
最
近
酔
よ
弓
格
段
の
ど
協
力
を
お
願
い

一
感
覚
、
運
動
機
能
、
判
断
力
、
抑
一D
D
V
P
、

運

転

に

よ

る

交

崩

事

故

し

ま

す

。

一

制

能

力

を

欠

か

せ

る

原

因

と

な
り
一ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
油

っ
て
お
り
烹
す
。

な
お
、
四
月
十
六
日
か
ら
、
酔

一速
度
や
距
離
に
対
す
る
感
覚
が
お

一剤
・
乳
剤
な
ど
で

県
下
で
も
今
年

一
月
朴
正
ら
い
運
転
に
よ
り
事
故
章
一
と
ろ
え
る
。

(大
量
察
署
)

一簡
単
に
駆
除
で
き

ま
で
に
酔
っ
ぱ
ら
い
部

し

、
人
海
死
留
さ
せ
た
り
、
物
を

一

s
i
;=
i
i
t
e

一
ま
す
が
、
樹
木
を

事
故
が
八
十
六
件
で
、
と
わ
し
た
り
し
か
場
合
ゃ
、
酔
つ

一

人
は
右
、
車
は
左
一
痛
め
な
い
た
め
に

割
会
め
、
六
人
が
杭

ぱ
ら
つ

て

い

な

く

て

も

酒

気

義

一

{

建

4
g
s
t
S
3
5ミ
4
g
s
f
a
s
tミ
i
ミ
t
s
j
s軍
事
長
、

b
s
t
s
t

十
人
が
長

径

し

た

り

リ

運

転

し

て

い
る
と
き
な
ど
の
罰

一

色

1

2

3

h

;

百
都
さ
ん
と
、
学
五
年
生
梶
山
輝
一
菜
、
霊
地

し

た

り

し

て

お

り

ま

す

則

(
行
政
処
分
)
が
日
こ
比
べ
て
一
大
村
航
面
指
日
し
迭
問

V

¥
冷
企
ア
」

f
A

一

心

一

画
。

一

空

基

地

時

朋

I
j
t院
の

強

初

市

中

一

行

君
の
二
人
カ
荒
木
飛
行
長
と
北
一
の
椀
設
は
海
上
自

そ
乙
で
と
の
よ
う
た

一一

l一一
-倍
も
強
化
戸
免
許
証
の
取
一

，

f

l

t
、
，

y

一

一

一

一
城
機
長
に
花
束
を
贈
り
、

荒
木
飛
一
衛
隊
大
村
航
空
隊

忠
明

科
訪
誇
T

q

u

i
詩

句

閉

山

内

純

一

久

原
分
校
の
子
ど
も
ら
も
見
送
り
一
行
長
は
手
と
も
た
ち
に
お
菓
子
を
一
が
使
用
し
、
急
病

問

ゆ

浩

「飲
酒
運
転
防

止

読

ん

注

意

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

一

海
上
保
安
庁
第
七
管

-三
号
機
が
新
し
い
任
地
に
出
発
し

一
贈
っ
て
別
れ
が
惜
し
み
ま
し
た
。

一人、

災
害
な
ど
の

引

い

…

勺

開

設

げ

る

乙

と

に

な

り

ホ

い

手

。

一
躍
区
海
上
保
安
本
部
大
村
↓ま

し

た

。

一

大

村

航

空

基

地

は

昭

和

二

十

一

場

合

は

同

隊

の

j

時

一

日

融

制

雇

用

者
の
か
た
が
十

O
い
ま
か
ら
運
転
し
よ
う
と
す
る

一
活
航
空
基
地
は
、
鹿
児
島
一

と
の
日
大
村
市
長
、

津
田
市
議
一
八
年
十
二
暴
露
旧
海
軍
第
一

U

F
一辺

捜

メ

側

・

市

川

常

一

転

ず

る

人

、

澗

愛

人

仁

川

削
砕
飲
ま
せ
な
い。

一

首

市

鴨
池
に
第
十
管
区
が

一会
議
長
、
日
辻
大
村
航
空
隊
司
令

て
一
十
一

空

援

に
設
置
さ
れ
た
右
動
し
ま
す

U
M川
付
い
ス
会

主

一

る
各
種
業
者
の
か
十

O
雇
用
者
の
か
た
は
運
転
手
酒

一
軒
新
設
さ
れ
ま
し
た
の
で

一参
堂
、
国
立
大
村
病
院
小
児
一
も
の
で
、
東
支
部
海
逼
の
海
一
(
庶
務
課
)

MMT
間

ア

一

諒

訪

パ

一

院

長

野

河

い

よ

う

わ

移
転
す
る
乙
と
と
な
り

一軒

目

針

r日
日

比

一

四

日

間

同

許

認

5

m…
…
町
志
一

m
m問
一
巻
飲
ん
だ
ら
車
富
士
乙
の
ぐ
ら
い
の
酒
で
は
」
と
一
四
月
一
三
日
午
前
寸
も
池
田
先
生
に
引
存
さ
れ
見
送
り
一
物
資
の
輸
送
、
宋
熟
児
の
緊
急

主

主

‘

急

竺

"

と

い

乏

伝

部

い

ゆ

え

古

穿

ぷ

惨

事

故

希

望

一

時

ペ
ル
型
へ
リ
コ
プ
タ
ト
一

0
5
7
Lぎ
ま
し
た
-一

一

一

一
密
輸
な
ど
に
八
年
間
活
闘
し
ま

1
.一2
g
g霊
民

中
1

・4

ゴ
で
ぺ
桧
勝
一な

車

日

開

の

で

河

川絶
対
運
転
U
な
い
。
一
号
横

ιピ
ー
チ
タ
号
7
ト
機
五
O
一
出
発
前
に
同
校
中
学
一
年
生
前
し
た
。

l5月上旬号)

印紙税の指導と説明会

b日時 5月 11日午前 10時
~午後 4時 p場所 大村商

工会議所会議室 1

p印紙税に関する諸帳簿、
証書 (受取書、通帳、判取
帳、 諸手形類、借用書、契
約書)を持 ってきてください
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(一)

茶
毒
ガ
幼
虫
の
発
生
時
期

薬

剤

散

布

効

果

的

市
道
昭
和
通
り
線
の
舗

一

装
工
事
は
失
業
対
策
事
一

業
と
し
て
、
昨
年
十
二
一

月
五
日
か
ら
着
工
し
、

一

-

一大
村
市
で
は
昨
年
六
月
か
ら
七
月
一
は
農
薬
の
マ
ラ
ソ
ン
油
剤
、

B

乙
の
ほ
完
成
し
ま
し

一に
か
付
て
、
茶
毒
蛾
が
異
状
な
発
一

H
C
粉
剤
な
ど
が
よ
い
よ
う
で

た
。
延
長
四
百
十
四

一審
し
、
震
を
ふ
る
い
ま
し
た
一
ず
。
し
か
し
蛾
に
な
っ
て
し
ま
っ

メ
ー
ト
ル
(
県
道
大
村

一が
、
本
年
も
そ
ろ
そ
ろ
茶
毒
蛾
の
一
て
か
ら
は
、
薬
剤
t
q
散
布
し
て
も

y
鹿
島
線
四
叉
路
か
ら

一幼
虫
(
通
称
H
茶
イ
ラ
)
の
務
生
一
効
果
が
少
な
く
、
手
の
ほ
ど
乙
し

西
大
村
農
協
前
五
又
路

一ず
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
の
で
つ
一
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
い
ま

ま
で
)
幅
六
メ
ー
ト
ル
一ぎ
の
予
防
を
徹
底
し
繁
殖
を
防
ぎ
一
か
ら
茶
、
ツ
バ
キ
、
サ
ザ
ン
カ
な

で
、
簡
易
ア
ス
フ
ア
ル
一ま

し

ょ

う

。

一

ど

に

薬

剤

治

散

布

し

て

お

く

と

と

一
【
幼
虫
の
体
型
、
色
な
ど
は
左
図
一
が
必
要
で
す
。
(
保
険
衛
生
観
)

ト
舗
装
、
工
費
は
ニ
百

一

-

一の
と
お
り
で
す
。
】

二
十
万
円
で
す
。

(建
設
課
)
一
一

駆
除
の
方
法

昨
年
の
溌
生
状
況
か
ら
み
て
、
五

月
下
旬
に
幼
虫
が
発
生
し
、
六
月

市道昭和通り線を舗装

カミ

本
年
度
の
行
政
苦
情

相
談
協
力
委
員
き
ま
る

〔
写
真
は
き
れ
い
に
な
っ
た

道
路
〕

昨
年
度
か
ら
設
櫨
さ
れ
ま
し
た

行
政
苦
情
相
談
協
力
委
員
は
岡
和

道
路
に
商
品
や
自
転
車

な
ど
放
置
し
な
い
で

広
く
美
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

偽

A
H
V事
司
，A
V
9・R
H
4刊
行
年
九

aAザ
・9
9
A刊
す
命
令
品

"vhxリ
A
U
W
A
"

。iHす
今
尋
AUド

飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

の
と
お
り
居
住
校
区
の
各
小
学

校
ム
実
施
方
法

①
第
一
回
目
(
一
ニ
月
実
施
)
の

回

長
崎
県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村
一
投
与
に
使
用
し
た
個
人
通
知
票

ニ
十
七
年
度
の
配
間
人
員
は
県
下

一

一

一市
支
部
主
催
の
殉
国
者
春
季
慰
盛
一
巻
再
度
町
務
連
絡
員
を
通
じ
て

で
三
十
八
名
(
昨
年
度
は
十
七

名

)

一

一

一祭
が
市
内
三
城
忠
霊
塔
で
五
月
九
一
各
世
帯
に
返
え
し
ま
す
の
で
、

で
、
四
月
一
日
付
で
行
政
管

理

庁

一

一

一
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
行
な
わ
一
と
の
通
知
聞
か
を
当
日
受
付
γ
提

長
官
か
ら
署
嘱
発
令
さ
れ
ま
し
た

一

一

一

れ

ま

す

。

一

出
し
て
く
だ
さ
い
。

(と
の
通

大
村
市
配
置
の
協
力
委
員
は
土

一

一

一
春
の
慰
譲
祭
は
大
村
市
出
身
の
殉
一
山
知
恵
に
は
名
簿
の
番
号
が
お
し

方
久
彦
さ
ん
(
池
田
十
区
四
七
五
)
一

一

一国
者
の
霊
を
ま
つ
り
ま
す
が
、
今
一
て
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

で
す
。

一

一

一
回
は
県
下
の
殉
国
者
の
盤
も
、
あ
一
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
)

乙
の
協
力
委
員
は
国
の
行
政
に
一

一

一
わ
せ
て
ま
つ
る
と
と
に
な
っ
て
い

一

②
通
知
票
が
配
布
さ
れ
な
か
つ

つ
い
て
、
国
民
か
ら
の
苦
情
要
望
一

一

一
ま
す
。

一

た
か
た
、
お
よ
び
第
-
一
同
日
に

の
申
し
出
を
当
局
に
取
り
次
ぐ
も
一

一

一
ご
遺
族
の
み
ほ
さ
ん
、
お
よ
び

一

飲
ま
な
か
っ
た
か
た
は
、
当
日

の
で
、
昨
年
度
は
相
当
の
効
果
を

一

一

二
般
の
参
拝
を
お
願
い
し
ま
す
u

一

そ
の
旨
受
付
に
申
し
出
て
く
だ

あ
げ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
な
か
一

一

一
(
長
崎
県
殉
国
者
慰
霊
奉
賛
会
大
一

さ
い
。

で
、
国
に
対
す
る
苦
情
要
望
が
あ
一

-

一

村

市

支

部

)

③

中

学

校

一

厚

生

は

出

身

小

学

れ
ば
と
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
一

.

較

で

投

与

巻

受

け

て

く

だ

さ

い

A
W
λ
π
T
A
V
A
Z
Y
H
H
V曲
Z
冗
H
H
W
O

④
小
学
生
は
学
校
の
指
示
に
し

た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

ム
料
金
は
無
料
で
す
。

A
飲
む
と
き
の
注
意

つ
ぎ
の
よ
う
な
と
告
は
禁
忌
症

と
し
て
投
与
が
で
き
ま
せ
ん
が

一
応
投
与
量
附
で
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

①
発
熱
や
下
痢
た
ど
が
あ
あ
急

性
の
病
気、

重
症
灯
結
核
や
、

重
い
心
臓
の
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
と
き

①
病
後
で
表
弱
し
て
い
る

t
き

さ
い
。

(
庶
務
課
)

九
日
、
春
の
慰
霊
祭

才
二
回
目
の
小
児
てず

生
ワ
ク
チ

ン
投
与

さ
る
三
月
実
施
し
ま

し
た
小
児
マ
ヒ
ワ
ク
チ

ン

(
1型
)
の
追
加
と

し
て
、
第
二
回
目

(
2

・
3
型
)
の
投
与
を
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
該
当
児
は
も
れ
な
く
投

与
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ム
一
該
当
者
①
本
年
三
月
(
第

一
回
目
)
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を

受
り
た
幼
児
お
よ
月
児
童
全
員

①
今
回
は
第
一
回
目
の

除
外

者

(ソ
l
ケ
ワ
ク
チ
ン
コ
一
回
接
種
者

お
よ
日
昨
年
夏
に
生
ワ
ク
チ
ン
を

飲
ん
だ
者
)
と
第
一
回
目

(
一一一月

に
実
施
)
に
な
に
か
の
理
由
で
飲

ん
で
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
投

与
し
ま
す
。

ゐ
投
与
場
所
、
日
時

り7{日か

別
記
目
割

子
ど
も
た
ち
か

ら
、
荒
木
飛
行

長
ら
ーへ'花
束
贈

呈

求

人

案

内

主

主
J
勾
才
問
実
千
有
百
円

一
そ
の
他
各
種
選
転
手
の
求
人
有
り

市
内
【
男
子
】
ム
三
輪
車
運
転
一

【
女
子
】

ム
織
布
工
幻
才
ま
で
月

手
年
令
不
問
月
収
一
万

t
}
万
一
一
一
腕
九
千
t
一
万
四
ム
紡
制
工
沼
才

千
円
・
助
手
伍
令
m
l
お
7
月
収
一
ま
で
月
版
九
ヰ
円
ム
バ
ヌ
車
掌

η

八
千
J
九
千
円
ム
経
蝿
事
務
員
年
一
才
ま
で
貝
取
一
万
二
千
l
一
万
三

令
部
才
前
後
月
収
一
万
五
千
円
ム
一
千
円
ム
キ
ャ
デ
イ
お
才
ま
で
月
一
収

メ
ッ
キ
工
受
諾
1
お
才
R
収一一一

ハ
千
l
一
万
五
千
刊
ム
ゴ
ム
削
工

百
l
一

一

一

百

円

一

工

圧

令
日
1
n才
同
般
市
千
八
百

【
女
子
】
ム
純
理
事
耕
一
貝
年
令
お

一
t
八
千
一一一百
二
+
円
ム
出
看
護
婦

才
ま
で
月
収
八
千
円
ム
庖
員
任
令
一

年
令
お
才
ま
で
月
敏
一
万
一
千
I

M
J
幻
才
月
収
有
千
J
六
千
円
ム
一
一
万
二
千
有
百
円

賄
一
婦
年
令
お

1
初
・7
住
込
円
収
二
一
(
大
村
去
共
職
業
安
定
所
)

百
五
十
円
ム
看
護
婦
年
令
口
lω
一

才
佳
込
(
通
勤
可
能
)
月
収
一
万
一
川

23=・-Ez---ZEe-E-S
E
E
-
-
-Ez--r
z

二

千

円

一

…

火

の

用

心

県
外
【
男
子
】
ム
機
械
見
習
工
一

ヒ

③
栄
餐
障
害
が
い
ち
じ
る
し
い

と
き

①
国
痕
を
受
け
て
一
一週
間
た
っ

て
い
な
い
と
き

⑤
そ
の
ほ
か
医
師
が
不
適
当
と

認
め
た
と
き

ム
飲
ん
だ
後
の
沖
意

①レ
ζ

く
に
入
浴
mv
制
限
や
食
事

に
件
意
ず
る
必
眠
は
あ
り
ま
せ

ん。②
い
ま
ま
で
の
例
で
は
副
作
用

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
具
合
の
悪

い
と
き
は
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

投
与
日
割

〔
時
間
は
カ

ッ
コ
内
の
も
わ

お
除
き
}
時
三
十
分
か
ら
四
時

ま
て
〕

R
・月
7
日
三
間
小
学
校
、
大

村
小
学
校

8
日
鈴
田
小
羊
校
、

東
大
村

小
学
校
、

一
一
城
小
学
校

Q
-
日
計
潮
小
学
校
、
西
大
村

小
学
較

刊
日
賀
民
分
校
(
一
一
時
1
一ニ

時
)
、
申
央
小
学
校

日
目
黒
木
小
学
校
(
一
時
i

ご
時
」
、
両
川
内
分
校
三
ニ
時
J

四
時
)
、
竹
松
小
羊
校

M
U
栢
重
小
学
校
、
山
町
原
小

単

校

{

保

険

街

牛

一課
)



(二)

井
戸
水
は
必
ず
消
毒
を

流
れ
川
で
食
器
食
品
洗
い
は
禁
物

(矛317号)

水
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
切

っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
水
を
い
ろ
い
ろ

な
と
と
に
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

と
乙
で
は
、
飲
料
水
の
衛
生
上
の

注
意
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
と
と

に
い
た
し
吏
す
。

り

上
水
道
利
用
は

約
半
数

大
村
市
の
飲
料
水
の
使
用
状
況

は
下
表
の
と
お
り
で
、

上
水
道
を

利
用
し
て
い
る
の
が
人
口
の
約
半

よ

敬
で
残
り
の
半
数
は
井
一
戸
、
河
川

-
i

湧
水
を
そ
の
支
ま
利
用
し
て
い
る
一
け

と

と

に

な

り

ま

す

。

一

れ

水
道
局
の
供
給
し
て
い
る
水
は

一
け

水
道
法
で
規
定
さ
れ
だ
衛
担
的
管
一
』
!

理
の
も
と
で
、
細
心
の
注
意
が
は
一
の

ら
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
一
水

て
飲
料
水
に
利
用
で
き
る
の
で
す

一
料

が
、
井
一
戸
水
な
ど
は
、
戸
内
過
や
塩
一

飲

素
滅
菌
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
ま

支
卒
気
で
飲
料
水
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

一
水
の
利
用
と
伝
染
病
の
予
防

大村市政だ

簡
易
水
道
は
管
理
を
完
全
に

現
在
簡
易
水
道
か
あ
り
ま
す
が

と
れ
を
利
用
し
て
い
る
人
々
は
本

格
的
な
上
水
道
と
、
ど
う
違
っ
て

い
る
か
、
あ
ま
り
ど
存
じ
な
い
よ

う
で
す
。

簡
易
水
道
は
施
設
の
規
模
が
小
さ

く、

実
際
の
使
用
量
に
ふ
さ
わ
し

い
、
じ
?
っ
ゑ
ん
な
貯
水
池
や
配

水
設
備
が
あ
り
主
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
月
過
や
簡
素
消
毒

管
理
が
よ
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い

の
あ
み
う
け
ら
れ
ま
す
。

利用率

53.2% 

37.4% 
8.2% 
1.2% 
100% 

井
声
は
、
ま
ず
側
壁
か
ら
汚
水
が

流
れ
と
ま
な
い
よ
う
に
す
る
乙
と

が
大
切
で
す
。

【
昭
和
三
十
五
年
八
月
に
市
内
某

町
で
、
二
十
一

名
の
赤
痢
集
団
発

生
が
あ
り
ま
し
た
。
乙
の
発
生
の

原
因
は
、
井
一
戸
が
、
す
堀
り
で
、
便

所
か
ら
約
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所

に
あ
っ
て
、

税
溜
も
す
ぐ
そ
ば
で

戸

似

し
て
お
り
、
そ
の
設
備
が
不
完
全

十

句

で
あ
っ
た
た
め
、

汚
水
が
浸
透
し

!

水

歪

井
戸

の
側
壁
か
ら
流
れ
と
ん
で

同

い
た
わ
げ
で
す
。
と
と
に
数
世
帯
一
を
消
毒
し
て
、
後
は
毎
日
使
用
し

の
共
同
井
戸
で
あ
っ
た
た
め
、
集
一
党
量
に
相
当
す
る
襲
被
者
夕
方
投

団
発
生
を
み
た
わ
付
で
す
。
し
か
一
入
し
き
9
。
(
例
"
適
時間
三
人
で

し
現
在
は
井
一戸
の
消
毒
に
よ
り
全
一
一
八

O
リ
ッ
ト
ル
使
用
す
る
の
で

然
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
】

一
三
・
六
C
C
投
入
す
る
)

井
戸
の
消
毒
方
法
は
下
費
の
と
お
一
切
異
状
降
雨
の
喝
合
は
右
記
の
表

り
で
す
。

一に
よ
り
水
量
を
測
定
し
、
襲
被
を

薬
品
の
投
入
方
法

一投
入
し
ま
す
。

刊
最
初
に
下
表
に
よ
り
金
井
戸
水
一
薬
剤
が
ご
入
用
の
か
た
は
保

-で
あ
れ
ば
一
層
危
険
な
状
態
に
あ

り
ま
す
。

河
川
水
は
飲
料
水
、
食
器
、
食
品

抹
雄
、
肥
桶
の
洗
浄
に
は
絶
対
利

用
じ
な
い
よ
う
に
す
る
乙
と
で
す

井
戸
の
利
用
者
へ
の

注
意
と
消
毒
方
法

単位.e¥ 
単位∞/

(上欄は水 量
カ vコ内は薬量消毒の

600cm 

144 283 4 z4 565 848 1. 13 0 1. 413 L6 96 
Z.9 (5.6) (8..5.) (10 (1D (23) (28) (30 

7.51 502 754 1.005 1.507 2.0102.512 3，014 
(5) (10) (15) (20) (30) (40) (52) (60) 

393 785 1.178 1.570 2.355 3.140 3，925 4.1)0 
(8') (iS) U 4J - (31) (47) (63) (19) (90 

565 1.1301.696 2.261 3，391 4.5Zl 5，652 6 ，7~2 
(11) (23) (34) (45) (68) (90) (113) (136) 

使用基準 ーリ|戸水100fにつき次亜塩素酸ソーダ 5%

7k諸手液を 2cι(5万分の 1)を投入するo

〔サカズキ(普通型最小) U司、で lOc乙です。〕

利用者数

Z 9，714人

20，832人
し592人

6Z1人
55，159人

500cm 400cm 300cm 200cm 150cm 100cm 

60cm 

8うcm

100cm 

120ClIl 

水道法によ
る上水道

井戸

湧 71<
河川、雨水

計

ハ昭
和
弥
年

1
月
現
在
)

た
と
え
ば
、
滅
菌
装
置
と
か
、

ろ
渦
装
置
と
か
簡
素
消
毒
薬
の
点

滴
盈
の
測
定
が
、
当
初
の
完
全
な

状
態
が
っ
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か

管
理
者
は
常
に
調
査
し
、
悪
い
状

態
に
あ
る
と
と
ろ
は
早
く
な
お
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

河
川
水
利
用
は

と
く
に
危
険

河
川
水
は
洗
溜
や
肥
摘
の
洗
浄
に

使
い
や
す
く
、
そ
れ
が
上
流
地
帯

険
街
中
一課
で
実
費
配
布
し
ま
す
。

価
格
は
五
百
C

C
で
百
円
程
度

で
す
。便

所
を
新
た
に
設
置

ま
た
は
改
造
す
る
と

き
の
注
意

-，U
45
・zμ
U
V川
氏
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井一戸
の
使
用
者
か
ら
便
槽
と
井
戸

(毎月1日.10日.20日発行)
昭和 17年 5月!日

C昭和日年4月tt日第三種郵便物認可)

制郵
限政
額省
が で
四は

旦雲
息儀
A の
主保
十険

に万
五円
且 tこ
三引
+ト
ーげ
自ら

きた
「の

長選
寄~ = 

保
険
金

ω
万
円
に
引
き
上
げ

記
念
に
新
加
入
運
動
を
実
施

引
上
げ
記
念
簡
易
保
険
新
加
入
運

動
」
を
実
施
申
で
あ
り
ま
す
。
万

一
の
場
合
の
経
済
的
保
隠
と
し
て

価
値
の
高
い
最
高
額
へ
の
加
入
を

よ
び
か
付
て
い
ま
す
。

(
市
民
練
)

大
村
小
、
中
学
校
の
分
校
を
新
設

富足率最寄小児センター内に
月い謀入小
同ま程院学 が分学に小 久

島都宣言25525225
五回答 ~f広三詰包学 24iJζ 土こ

52iE52525諒iS2 
き り人ど(の

5害対235里浜続開建ド
22Z空会52喜郡諸疑で
中か が人月うで る申 しれ村岡本L

き225i話器iiit
病で お九子院中 つ校の行鞭年

害毛主写書雪量25官官実1552t
て明 ちおの、の 種た指、 学個きいぷJ

注号室見男震護憲言雪お湾官志免帥
す柴けーでのと者結れ他容行も や ノ~

4q鶴居喜子王室552震強
な 小まえ治

的f号持信記玄23長終

(上〉は教室 (下〉はベザ ドで

熱心に勉強中の子どもたち

J¥ミ、

ツ

と
の
距
離
に
つ
い
て
苦
情
が
再
三

あ
っ
て
い
ま
す
が
、
と
/
3
L
乙
の

と
と
は
衛
症
に
と
っ
て
も
重
要

な
乙
と
で
す
。
建
築
基
革
法
施
行

令
第
三
十
四
条
に
「
く
み
取
便
所

の
便
槽
は
井
一
戸
か
ら
五
メ
ー
ト
ル

以
ト
離
し
て
設
け
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
地
盤
面
下
三
メ
ー

ト
ル
以
上
埋
設
し
吃
閉
鎖
式
井
一戸

で
、
そ
の
導
水
管
が
外
管
を
有
せ

ず
、
か
つ
、
不
浸
透
賀
で
造
ら
れ

て
い
る
場
合
、
ま
た
は
そ
の
導
水

管
が
内
径
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
下
の
管
を
有
し
、
か
つ
導
水

管
及
び
外
管
が
共
に
不
浸
透
質
で

造
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は

一
・
八
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
と
が

出
来
る
.
」
と
明
記
し
て
あ
り
、
便

槽
を
新
し
/¥
設
げ
た
り
改
設
す
る

時
は
、
付
近
の
井
戸
の
設
置
状
況

巻
配
慮
し
、
井
一
戸
水
が
汚
染
さ
れ

な
い
よ
う
じ
ゅ
弓
ぶ
ん
な
注
意
が

必
要
で
す
。

(
保
険
衛
生
課
)

2an
一unu--
・2
・・・』民一一一一
一-r
・-----n
一一一ド

ー

五
月
九
日
の
鈴
田
地
区

変

の

育
児
相
談
ぞ
十
五
日
に

問

黒
木

・
田
下
地
区
の
十
日

談
の
相
談
日
を
十
七
日
に
、

同
H
H

則

松

原

地
区
の
九
日
を
七
日

育

に

変
更
し
吏
す
。

(
保
険
衛
生
課
)

ポ
ー
ト
女
子
従
業
員
を

募

集
市
事
業
課
で
は
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
場
女
子
開
催
従
業
員

を
若
干
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

ム
年
令
満
十
八
才
t
四
十
才

ム
応
募
締
切
五
月
七
日
ま
で

に
事
業
課
に
履
歴
曹
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ム
鼠
験
五
月
十
五
日
午
後
一

時
か
ら
事
業
課
で
、
珠
算
(
加

減
乗
除
)
一
般
常
識
、
面
接
を

行
な
い
ま
す
。
{
事
業

穆

は
早
合
地
で
は
秋
ま
き
の
串
生
も
の
と
考
え
ら
れ
、
一
一
一
間
以
上

川

甘
ら
ん
に
適
し
、
粘
宮
地
で
は
も
移
植
ず
る
習
慣
が
あ
川
ま
し
川

生
育
は
遅
れ
ま
す
が
、
取
量
多
た
が
、
移
植
は
生
育
や
鮪
球
投

川

く
、
夏
播
き
、
晩
出
し
に
直
し
お
く
ら
ぜ
、
小
玉
と
な
り
す
一す
川

…

か

ん

ら

ん

思

表

震

を

好

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

警

察

、

一

ー

川
み
、
生
育
の
適
温
は
+
五
度

1

1

育

苗
H

回
移
植
に
と
ど
め
ま
す
。
無
川

…
二
十
度
C
で
、
警
の
最
低
限
幼
時
の
生
育
ば
鈍
い
方
で
す
か
移
植
の
場
合
同
士
一
×
士

一セ
…

川
度
は
五
度
C
と
い
わ
れ
て
い
ま
ら
通
常
苗
床
で
育
苗
し
ま
す
。
ン
チ
わ
距
離
に
占
播
し
、

一
位
…

移
植
の
場
合
は
宍
セ
シ
チ
問
問

川

秋
播
き
お
よ
び
審
播
き
は
曹
苗

山
し
か
し
、
耐
寒
住
が
拾
く
、
徐
期
が
適
温
で
菅
苗
は
蒋
易
で
す
に
条
播
し
、
十
一
一
×
十
三
位
ン
…

…
々
に
な
ら
し
て
ゆ
く
と
、
生
育
が
、
夏
ま
き
で
は
高
温
の
た
め
チ
の
距
離
に
移
植
し
き
9
。
苗
川

…
は
止
ま
り
ま
す
が
、
零
下
十
二
周
到
な
管
理
が
必
要
で
す
。
と
床
肥
料
は
三
ニ
一
一平
安
|
ト
川

…
度
ま
で
は
被
害
争
受
付
ま
せ
ん
く
に
潜
水
は
じ
ゅ
ろ
ぶ
ん
に
行
ル
(
一
坪
)
当
り
琳
肥
二
十
止
。
…

…
耐
暑
位
は
晶
一
種
に
よ
っ
て
差
は
な
い
、
ま
た
六

t
七
月
ご
ろ
発

ロ
グ
ラ
ム
、
硫
安
一
一
吉
グ
ラ
ム
川

…
あ
り
ま
す
が
、
か
な
り
強
く
、
庄
ー
す
る
立
枯
病
?
?
防
の
た
め
、
過
石
二
宵
グ
ラ
ム
、
硫

-m百
五
山

葉
深
は
滴
温
が
与
え
ら
れ
れ
ば

ウ
ス
ブ
ル
ン
干
倍
液
を
三

・
三
十
グ
ラ
ム
、
甫
床
開
積
は
十
ア

需
要
で
も
牛
・
育
を
つ
づ
り
、
完
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
、
五
・
五
リ
ー
ル
当
り
五
十
t
六
十
六
平
方

全
に
結
球
し
ま
す
。
ま
た
、
土

ッ
ト
ル
で
十
期
消
毒
し
ま
す
。
メ
ー
ト
ル
(
十
五

l
一丁

坪
)

ま
紙
前
号
で
お
知
広
せ
し
ま
し

た
市
立
小
、
申
学
校
の
荊
学
庶
誠

子

の

う

ち

【

西

大

村

申

学

校

】

西

大

忌
現
に
寄
付

l
l
!
d

村
小
学
校
の
区
国
を
つ
ぎ
の
と
お

日

日

・

航

空

隊

の

運

動

会

問

日

ト

明

日

山

町

時

り

訂
正
し
ま
す
。

飛
行
機
な
ど
の
見
学
も
際
し
社
会
福
祉
事
業
の
一
端
に
金

乾
馬
場
郷

(
舵
馬
場
、

水
田
、

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊
で
三
千
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
古
町
)
池
閉
郷

'池
田
、

坂
口、

は
五
月
十
三
日
(
日
曜
)
午
前
市
内
上
小
路
町
六
八
二
番
地
の
松
池
田
住
宅
九
、
十
、
十
一

区
)
額

九
時
か
ら
年
後
四
時
三
十
分
ま
瀬
ト
ヤ
さ
ん
は
亡
夫
幸
一
さ
ん
の
酌
郷
{
東
、
中
、
上
、

下
調
節
、

で
、
開
隊
宜
周
年
配
念
大
量
忌
明
に
三
千
円
き
の
ほ
Y
荘
会
雄
ケ
原
、
領
訪
住
宅

一
、
二
、
七

会
老
開
き
ま
す
。
当
日
は
隊
内
福
祉
事
業
に
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
八
区
)
(
市
教
委
)

や

飛

行

機

の

見

学

な

ど

も

さ

せ

(

福

祉

事

事

所

)

【
甘
ら
ん
の
栽
培
】

9
日
・
赤
ん
坊
大
会

西
日
本
赤
ん
坊
大
会
大
村
地

区
予
選
会
が
五
月
九
日
大
村
保

健
所
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

該
当

児
は
昨
年
四
月
一
日
か
ら
本
年

一
一
一
月
末
日
ま
で
の
出
生
児
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
多
数
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
(
受
け
付
け
は

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
)

(
大
村
保
健
所
)

日

目

、

地
区
対
抗
少
年

剣
道
大
会

大
村
市
連
合
防
犯
組
合
で
は

市
内
地
区
対
抗
少
年
剣
道
大
会

を
五
月
十
三
日
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
竹
松
神
社
会
領
で
行
な

い
ま
す
。

(
大
村
市
連
合
防
犯
組
合
)

モ

る
と
と
に
し
て
い
ま
す
。
一
般

の
来
隊
島
歓
迎
す
る
と
の
と
と

で

す

。

(

庶

務

許

)

5
月
l
日
か
ら
交
通

制
限
、

西
大
村
小
学

村
前
の
県
道

墓

地

の

改

葬

ム
墓
地
所
存
地
H
延
岡
市
浜
町

県

道
大
村
J

鹿
同
線
F
乾
馬
場

浜
屋
敷
五
一
一
一六
九
番
地、

改
葬
停
留
的
角
か
r
内
西
大
村
小
学
科
東

先
H
所
在
地
に
同
じ
(
無
縁
仏
側
鉄
一
州
踏
切
ま
で
側
構
改
良
プ
事

を
改
葬
整
理
し
、
}
世
帯
一
基

の
た
め
五
月
一
日
か
ら
十
二
月
二

の
寄
基
に
改
善
)
届
出
先
H
延

十

五
日
空
で
片
側
通
行
と
し
、
大

岡
市
浜
町
墓
地
政
葬
盤
調
組
合
型
車
両
(
大
型
バ
ス
お
よ
び
例
ト

長
日
吉
松
吉
ヘ

ン

稲
ト
ラ
ヴ
ク
以
上
)
は
交
通
を

ム
墓
地
所
在
地
H
小
樽
甫
桜
町

制
限
し
ま
す
。

二
九
三
O
、
改
葬
先
日
間
甫
桜

墓
地
区
肘
内
、

届
山い
先
H
岡
市

役
所
衛
生
部
庶
務
課
衛
昨
係
ヘ

五
月
三
十
一
日
ま
で

F

保
険
衛
生
課
)

(
建
知
謀
)

【
通
学
区
の
一
部
を
訂
正
〕


